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(57)【要約】
【課題】暗所における作業時に光源を別途用意する必要
がない超音波診断装置及び超音波診断装置用のフラット
パネルディスプレイを提供する。
【解決手段】超音波診断装置１は、超音波画像を表示す
るフラットパネルディスプレイ３と、このフラットパネ
ルディスプレイ３を支持し、このフラットパネルディス
プレイ３の向きを変えるための第一回動部９ｘ、第二回
動部９ｙ、第三回動部９ｚ及び傾け部１０とを有する支
持アーム９と、フラットパネルディスプレイ３における
画面３ａの表示を制御する制御部４であって、前記画面
３ａに超音波画像を表示させるほか、前記画面３ａを発
光させる制御部４とを備えることを特徴とする。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波画像を表示するフラットパネルディスプレイと、
　該フラットパネルディスプレイを支持し、該フラットパネルディスプレイの向きを変え
るための可動部を有する支持体と、
　前記フラットパネルディスプレイにおける画面の表示を制御する表示制御部であって、
前記画面に超音波画像を表示させるほか、前記画面を発光させる表示制御部と、
　を備えることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記支持体は、前記可動部として、前記フラットパネルディスプレイを上下方向に傾け
ることが可能な傾け部を有することを特徴とする請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記フラットパネルディスプレイの上下方向への傾きを検出する傾き検出部を備え、該
傾き検出部の検出に基づいて、前記表示制御部は前記フラットパネルディスプレイの画面
を発光させることを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記フラットパネルディスプレイが下方へ所定の角度以上傾いた状
態を前記傾き検出部が検出した場合に、前記画面を発光させることを特徴とする請求項３
に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　操作者が入力を行う操作部を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記
載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記表示制御部は、前記操作部の入力に基づいて前記フラットパネルディスプレイを発
光させることを特徴とする請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　前記操作部における入力を行う際に入力用の画像を表示する補助モニタを備えることを
特徴とする請求項５又は６に記載の超音波診断装置。
【請求項８】
　前記フラットパネルディスプレイは、液晶ディスプレイであることを特徴とする請求項
１～７のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記支持体は、複数のアーム部材で構成される支持アームであり、前記各アーム部材は
、前記可動部を構成する回動部を介して互いに接続されていることを特徴とする請求項１
～８のいずれか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項１０】
　超音波診断装置において支持体によって上下方向に傾き可能に支持され、画面に超音波
画像を表示するフラットパネルディスプレイであって、上下方向への傾きを検出する傾き
検出部を備え、該傾き検出部の検出に基づいて前記画面が発光する
　ことを特徴とする超音波診断装置用のフラットパネルディスプレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイなどのフラットパネルディスプレイ（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅ
ｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）を備えた超音波診断装置及び超音波診断装置用のフラットパネルデ
ィスプレイに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、被検体に超音波を送受信し、得られたエコー信号に基づいて超音波
画像を作成してこれを表示する装置である。超音波画像を表示するディスプレイとしては
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、従来からＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）が多用されてきたが、近年では
フラットパネルディスプレイを用いた超音波診断装置が提案されている（例えば、特許文
献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－２１０８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、超音波診断装置の操作者が、暗所において、超音波診断装置の前に座ったま
まカルテを記載したり、超音波プローブの交換作業を行ったり、超音波診断装置の操作部
における入力作業を行ったりする場合がある。このように暗所で作業を行う場合、従来は
別途光源を用意する必要があり煩雑であった。
【０００４】
　そこで、本願発明者は、上述のような課題を解決すべく鋭意検討したところ、ディスプ
レイとしてフラットパネルディスプレイを備えた超音波診断装置においては、フラットパ
ネルディスプレイがＣＲＴよりも軽量で可動性に優れている点に着目し、本願発明に至っ
た。
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、暗所における作業時に光源を別途用意する必要がな
い超音波診断装置及び超音波診断装置用のフラットパネルディスプレイを提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明は、前記課題を解決するためになされたもので、第1の観点の発明は、超音波
画像を表示するフラットパネルディスプレイと、該フラットパネルディスプレイを支持し
、該フラットパネルディスプレイの向きを変えるための可動部を有する支持体と、前記フ
ラットパネルディスプレイにおける画面の表示を制御する表示制御部であって、前記画面
に超音波画像を表示させるほか、前記画面を発光させる表示制御部と、を備えることを特
徴とする超音波診断装置である。
【０００７】
　第２の観点の発明は、第１の観点の発明において、前記支持体は、前記可動部として、
前記フラットパネルディスプレイを上下方向に傾けることが可能な傾け部を有することを
特徴とする超音波診断装置である。
【０００８】
　第３の観点の発明は、第２の観点の発明において、前記フラットパネルディスプレイの
上下方向への傾きを検出する傾き検出部を備え、該傾き検出部の検出に基づいて、前記表
示制御部は前記フラットパネルディスプレイの画面を発光させることを特徴とする超音波
診断装置である。
【０００９】
　第４の観点の発明は、第３の観点の発明において、前記表示制御部は、前記フラットパ
ネルディスプレイが下方へ所定の角度以上傾いた状態を前記傾き検出部が検出した場合に
、前記画面を発光させることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１０】
　第５の観点の発明は、第１～４のいずれか一の観点の発明において、操作者が入力を行
う操作部を備えることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１１】
　第６の観点の発明は、第５の観点の発明において、前記表示制御部は、前記操作部の入
力に基づいて前記フラットパネルディスプレイを発光させることを特徴とする超音波診断
装置である。
【００１２】
　第７の観点の発明は、第５又は６の観点の発明において、前記操作部における入力を行
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う際に入力用の画像を表示する補助モニタを備えることを特徴とする超音波診断装置であ
る。
【００１３】
　第８の観点の発明は、第１～７のいずれか一の観点の発明において、前記フラットパネ
ルディスプレイは、液晶ディスプレイであることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１４】
　第９の観点の発明は、第１～８のいずれか一の観点の発明において、前記支持体は、複
数のアーム部材で構成される支持アームであり、前記各アーム部材は、前記可動部を構成
する回動部を介して互いに接続されていることを特徴とする超音波診断装置である。
【００１５】
　第１０の観点の発明は、超音波診断装置において支持体によって上下方向に傾き可能に
支持され、画面に超音波画像を表示するフラットパネルディスプレイであって、上下方向
への傾きを検出する傾き検出部を備え、該傾き検出部の検出に基づいて前記画面が発光す
ることを特徴とする超音波診断装置用のフラットパネルディスプレイである。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、画面を発光させた状態の前記フラットパネルディスプレイを、前記支
持体によって所望の向きにすることで、所望の位置を照らすことができる。これにより、
暗所における作業時に光源を別途用意する必要がない。
【００１７】
　また、前記傾け機構によって前記フラットパネルディスプレイを所望の角度に傾けて照
明として利用することができる。
【００１８】
　また、前記傾き検出部の検出に基づいて、前記表示制御部が前記フラットパネルディス
プレイの画面を発光させるので、フラットパネルディスプレイの傾き具合によって、自動
的に前記画面を発光させることができる。
【００１９】
　さらに、操作者が前記操作部において指示を入力することにより、前記フラットパネル
ディスプレイを発光させることができる。
【００２０】
　また、入力用の画像が表示された前記補助モニタを見ながら、操作者が前記操作部にお
ける入力を行う際に、前記フラットパネルディスプレイを発光させて前記操作部を照らす
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて詳細に説明する。図１は、本発明の超
音波診断装置及び超音波診断装置用のフラットパネルディスプレイの実施の形態の一例を
示す側面図、図２は、図１に示す超音波診断装置及び超音波診断装置用のフラットパネル
ディスプレイの平面図、図３は、図１に示す超音波診断装置におけるフラットパネルディ
スプレイの画面を発光させて使用する時の状態の一例を示す図、図４は、図１に示す超音
波診断装置におけるフラットパネルディスプレイの画面を発光させて使用する時の状態の
他例を示す図である。
【００２２】
　超音波診断装置１は、本体部２とフラットパネルディスプレイ３とを備えている。前記
本体部２は、制御部４と操作部５と補助モニタ６とを有している。また、前記本体部２に
は、図示しない超音波プローブを接続するためのコネクタ７が設けられている。さらに、
前記本体部２には、移動のためのキャスター８が取り付けられている。
【００２３】
　前記制御部４は、前記超音波プローブによって超音波の送受信を行って得られたエコー
信号に基づく超音波画像の作成を制御し、また作成された超音波画像を前記フラットパネ
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ルディスプレイ３の画面３ａに表示する制御を行うようになっている。また、前記制御部
４は、このほかにも前記画面３ａの表示を制御するようになっており、例えば前記操作部
５における入力を行う際に入力用の画像を表示したりするようになっている。また、前記
制御部４は、前記画面３ａを白色に発光させるようになっている。前記制御部４は、本発
明における表示制御部の実施の形態の一例である。
【００２４】
　前記操作部５には、キーボード５ａ、トラックボール５ｂ及び操作用のボタン５ｃが設
けられている。このような構成の前記操作部５により、操作者による指示として、例えば
前記ボタン５ｃを押すことによって診断に用いる超音波画像を得るための指示などが入力
され、また前記キーボード５ａによって被検体の氏名や年齢等の被検体情報などが入力さ
れるようになっている。
【００２５】
　前記補助モニタ６には、前記操作部５における入力を行なう際に、前記フラットパネル
ディスプレイ３とは別に入力用の画像が表示されるようになっている。この補助モニタ６
の表示も前記制御部４によって制御されるようになっている。
【００２６】
　前記フラットパネルディスプレイ３は、例えば液晶ディスプレイである。このフラット
パネルディスプレイ３は、本発明におけるフラットパネルディスプレイの実施の形態の一
例であり、支持アーム９によって前記本体部２に支持されている。
【００２７】
　前記支持アーム９は、本発明における支持体の実施の形態の一例であり、前記本体部２
に立設された垂直アーム９ａと、この垂直アーム９ａと第一回動部９ｘを介して接続され
た第一水平アーム９ｂと、この第一水平アーム９ｂと第二回動部９ｙを介して接続された
第二水平アーム９ｃと、この第二水平アーム９ｃと第三回動部９ｚを介して接続され、前
記フラットパネルディスプレイ３が取り付けられた取付杆９ｄとで構成されている。前記
第一水平アーム９ｂは、前記第一回動部９ｘによって水平方向に回動可能になっており、
また前記第二水平アーム９ｃは、前記第二回動部９ｙによって水平方向に回動可能になっ
ている。さらに、前記取付杆９ｄは、前記第三回動部９ｚによって水平方向に回動可能に
なっている。前記第一水平アーム９ｂ、前記第二水平アーム９ｃ及び前記取付杆９ｄを水
平方向に回動することにより、前記フラットパネルディスプレイ３の向きを水平方向に変
えることができるようになっている。前記垂直アーム９ａ、前記第一水平アーム９ｂ、前
記第二水平アーム９ｃ及び前記取付杆９ｄは、本発明におけるアーム部材の実施の形態の
一例であり、また前記第一回動部９ｘ、前記第二回動部９ｙ及び前記第三回動部９ｚは、
本発明における可動部の実施の形態の一例である。
【００２８】
　ちなみに、前記支持アーム９には、図示しないが、前記本体部２と前記フラットパネル
ディスプレイ３との間の信号のやりとりをするためのケーブルが配策されている。
【００２９】
　前記取付杆９ｄにおける前記フラットパネルディスプレイ３の取付部は、このフラット
パネルディスプレイ３を上下方向に傾けることが可能な傾け部１０になっている。具体的
には、この傾け部１０は、前記取付杆９ｄに前記フラットパネルディスプレイ３を上下方
向に回動可能に取り付ける軸１１を有して構成される。前記傾け部１０は、本発明におけ
る可動部の実施の形態の一例である。
【００３０】
　前記フラットパネルディスプレイ３には、角度センサ１２が設けられている。この角度
センサ１２は、例えばジャイロセンサであり、前記フラットパネルディスプレイ３の上下
方向への傾き角を検出できるようになっている。前記角度センサ１２は、本発明における
傾き検出部の実施の形態の一例である。
【００３１】
　前記角度センサ１２においては、前記フラットパネルディスプレイ３の画面３ａが、前
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記超音波診断装置１の設置面Ｆに対して垂直になっている状態（図１の状態）が０°とな
るように設定がなされる。そして、この０°の位置を基準にして前記フラットパネルディ
スプレイ３の上下方向の傾き角θが検出されるようになっている。
【００３２】
　前記角度センサ１２の角度検出信号は、前記制御部４へ入力されるようになっている。
そして、前記制御部４は、前記角度センサ１２からの角度検出信号に基づいて、前記フラ
ットパネルディスプレイ３の画面３ａを白色に発光させるようになっている。具体的には
、前記制御部４は、前記フラットパネルディスプレイ３の下方への傾き角θが所定の角度
以上であるときに、前記画面３ａを白色に発光させる。前記所定の角度は、前記フラット
パネルディスプレイ３を白色に発光させて照明として利用することが考えられる傾きとす
る。
【００３３】
　また、前記制御部４は、前記操作部５の入力に基づいて、前記画面３ａを発光させるよ
うになっていてもよい。
【００３４】
　ちなみに、前記フラットパネルディスプレイ３の発光色は、白色に限られるものではな
いが、例えば黄色やオレンジなど、照明としての機能を果たせる色であることが好ましい
。
【００３５】
　さて、本例の超音波診断装置１の操作者が、暗所で作業を行う場合、前記フラットパネ
ルディスプレイ３を前記支持アーム９によって所望の位置に移動させるとともに所望の方
向へ向けて、照明として利用する。具体的に説明すると、例えば図３に示すような位置に
前記フラットパネルディスプレイ３を位置させ、これを下方へ回動させる。このフラット
パネルディスプレイ３の下方への傾き角θが所定の角度以上になると、前記画面３ａが白
色に発光する。また、前記フラットパネルディスプレイ３が前記所定の角度にならずとも
、操作者が前記操作部５において入力を行うことにより前記画面３ａを発光させた後、前
記フラットパネルディスプレイ３を下方へ回動させてもよい。そして、前記フラットパネ
ルディスプレイ３を前記操作部５を照らすことができる角度まで傾けることにより、例え
ば操作者が前記補助モニタ６を見ながら前記操作部５における入力を行う際の手元を照ら
す照明として、前記フラットパネルディスプレイ３を用いることができる。また、操作者
は、前記操作部５の上でカルテを記載することも多く、この作業を行う際の手元を照らす
照明として前記フラットパネルディスプレイ３を用いることができる。さらに、前記コネ
クタ７に前記超音波プローブ（図示省略）を接続する時に、プローブケーブルの先端のプ
ローブコネクタに記載された型番を確認する際の照明としても、前記フラットパネルディ
スプレイ３を用いることができる。
【００３６】
　また、例えば、前記超音波診断装置１の横にカルテを置けるような台がある場合には、
図４に示すように前記支持アーム９を延ばして前記フラットパネルディスプレイ３を横へ
向けるとともに前記本体部２の横に置かれる台（図示省略）の方に位置させ、また前記フ
ラットパネルディスプレイ３を下方に傾ける。そして、前記画面３ａを発光させることに
より、前記台を照らす照明として用いることができる。以上より、本例によれば、暗所に
おける作業時に光源を別途用意する必要がない。
【００３７】
　以上、本発明を前記各実施形態によって説明したが、この発明はその主旨を変更しない
範囲で種々変更実施可能なことはもちろんである。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の超音波診断装置及び超音波診断装置用のフラットパネルディスプレイの
実施の形態の一例を示す側面図である。
【図２】図１に示す超音波診断装置及び超音波診断装置用のフラットパネルディスプレイ
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の平面図である。
【図３】図１に示す超音波診断装置におけるフラットパネルディスプレイの画面を発光さ
せて使用する時の状態の一例を示す図である。
【図４】図１に示す超音波診断装置におけるフラットパネルディスプレイの画面を発光さ
せて使用する時の状態の他例を示す図である。
【符号の説明】
【００３９】
　　１　超音波診断装置
　　３　フラットパネルディスプレイ
　　３ａ　画面
　　４　制御部（表示制御部）
　　５　操作部
　　６　補助モニタ
　　９　支持アーム（支持体）
　　９ａ　垂直アーム（アーム部材）
　　９ｂ　第一水平アーム（アーム部材）
　　９ｃ　第二水平アーム（アーム部材）
　　９ｄ　取付杆（アーム部材）
　　９ｘ　第一回動部（可動部）
　　９ｙ　第二回動部（可動部）
　　９ｚ　第三回動部（可動部）
　　１０　傾け部（可動部）
　　１１　角度センサ（傾き検出部）
　

【図１】 【図２】
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